
令和 4年度 

府中町地域懇談会 
～住んでよかった、住んでみたいまちづくり～ 

※府中町 PRキャラクター「椿町ファミリー」。基本的な感染対策を忘れずに！

  府 中 町 

第 11回 



次  第 

 

1. 開催（10分） 
・町長挨拶 

・本日の流れ説明 
 

 

2. 町の取り組みに関する意見交換（40分）…【資料１】（2p~15ｐ） 
 
「防災に関する取り組みについて」 

 
・説明（20分） 

・意見交換（20分） 
 
 
（休憩） 

 

3. 地域課題に関する意見交換（50分）…【資料２】（16p~20p） 
※事前に提出いただいた、地域課題に関する意見交換。 

 

 

4. 閉会 

 

 

  地域の皆さんと町長をはじめ役場職員が、町政や地域課題に関して相互理解を深め、 

連携・協働してまちづくりを進めていくために、令和 3 年度から新たに開催している  

意見交換会です。 

 

●府中町地域懇談会 
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【資料１】 

 

 

 

町の取り組みに関する意見交換 

「防災に関する取り組みについて」 
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【資料１】町の取り組みに関する意見交換 

「防災に関する取り組みについて」 
 

●「防災」に関する質問と回答 

 

①浜田本町町内会         【地域重点課題】  
  

◆ 八幡川流域の河川災害の予防対策について    … 13ｐ 

 

 

②茂陰北町内会          【地域重点課題】  
 

◆ 防災モデルの策定や防災訓練の実施について  … 14ｐ 
 

 

③大通町内会                    
 

◆ 自主防災会、避難所等の防災課題について   … 15ｐ 
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【防災に関する取り組みについて① 】
 番号 Ｒ４ F 1

 提出町内会 町内会

 分類

 担当部署 下水道課、危機管理課

 回答

　河川管理者である広島県（西部建設事務所）に「八幡川流域の整備等」について、確認いたしまし
たところ、「ご要望のありました八幡川につきましては、現在、具体の整備計画はございませんが、
来年度に入川橋から下流において、浚渫を計画しております。越水についてですが、これまでも越水
は起こっておりませんし、今後も越水の危険がないよう維持管理に努めてまいります。河川監視カメ
ラの設置につきましては、府中町からの要望も踏まえ、検討しているところです。引き続き、定期的
な点検結果等により現地の状況を確認し、地元の皆様からのご要望や町からのご意見をお聞きしなが
ら適切な維持管理に努めてまいります。」との回答でした。府中町でも、通常時、降雨時、および降
雨後にパトロールを実施し、現地の確認を行い、必要に応じて広島県に連絡等をいたします。
　また、これまで水害リスク情報がなかった中小河川の榎川と八幡川が令和４年１月に洪水浸水想定
区域に指定されたことで、ご心配をされていることと思いますが、この指定は、平成３０年７月豪雨
時の降雨（２４時間に３１２．５ミリ）の２倍を超える想定最大規模の降雨による浸水想定区域や浸
水深が示されたものであり、１０００年に１度クラスの大雨（２４時間に７６９ミリ）を想定したも
のとなっています。いざという時のために、日ごろからの備えと町の発出する避難情報により、早め
に適切な避難行動をとっていただくようお願いします。
　なお、防災に関してご不明な点や防災出前講座の要望等ございましたら、遠慮なくお気軽にお声か
けいただければと思います。

【資料１】
 町の取り組みに関する意見交換

浜田本町

防災

 質問内容

　八幡川流域の整備、土砂の除去、開削工事、水位や流木等のための監視カメラの設置
等の河川災害の予防対策をしてほしい。特に、浜田橋、恵比寿神社付近の流域は、潮汐
の影響があり、越水の危険にさらされている。
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【資料１】
 町の取り組みに関する意見交換
【防災に関する取り組みについて② 】
 番号 Ｒ４ F 4

 提出町内会 町内会

 分類

 質問内容

 担当部署

茂陰北

防災

　防災への取り組みは町民の大きな関心事となっている。府中町では「府中町地域
防災計画」により諸施策が行われているが、町内会において、その具現化に向け十
分に対応できていない状況もある。
　まずは、自主防災組織の構築が求められていること、防災意識を醸成すること、
現実に即した防災訓練（特に避難訓練）を実施することが必要と考える。このよう
なことを踏まえたシンプルで分かりやすく、住民の理解が得られる防災モデルづく
り（現実に即した対応）が必要と考える。
　また、防災訓練の実施方法について、適切な助言をお願いしたい。

危機管理課

 回答

　現在、６７町内会中６４団体において自主防災組織が結成されておりますが、活動状況は様々であ
り、十分活動ができていないなどの課題もございます。
　危機管理課では、地域の皆様の防災意識向上のため、積極的に地域に出向き防災出前講座を実施し
ており、今年度は２５団体、９００名の方に参加していただいております。
　今後は、地域の皆様と共に、ワークショップや避難訓練なども実施していくこととしております。
　防災に関することでご不明な点や防災出前講座の要望、避難訓練についての相談等ございました
ら、遠慮なくお気軽にお声かけいただければと思います。
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【資料１】
 町の取り組みに関する意見交換
【防災に関する取り組みについて③ 】
 番号 Ｒ４ F 11

 提出町内会 町内会

 分類

 質問内容

 担当部署 危機管理課、自治振興課

 回答

　最大クラスの津波が発生した場合においても大通地区は浸水が想定されておりません。河川の洪水
による浸水に対しては、町の避難情報により、早めに避難行動をとっていただくことが大切です。避
難所のほか、知人や親せき宅、ホテルへの避難や自宅の上階への避難、自宅が安全な場合は自宅へと
どまったりする分散避難を広島県は推奨しています。
　また、いざというときは、お近くの浸水時緊急退避協力施設へ退避することも一つの手段です。
　大通町内会様は平成11年に自主防災組織の結成の届出をしておられます。町の防災出前講座など
を自主防災会活動に活用いただればと考えておりますので、遠慮なくご相談ください。
　なお、集会所の建て替え等が必要な場合は、府中町集会所整備補助金の制度がありますので、自治
振興課までご相談下さい。

　津波避難所がない、自主防災会の未組織（若年層がいないため）、老朽化し防災
上問題の多い会館の建て替えという当町内会固有の防災の課題がある。

大通

防災
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【資料２】 

 

 

地域課題に関する意見交換 

「事前に提出いただいた、地域課題に関する意見交換」 

～本日意見交換を行う重点課題～ 
 

【質問と回答】 

 

①茂陰南町内会             【地域重点課題】 

◆ ごみの受け入れ時間等の拡充について     … 17ｐ 

②③大通町内会・八幡町内会       【地域重点課題】 

◆ 町内会の活性化について           … 18ｐ 

④八幡四丁目町内会           【地域重点課題】 

◆ カーブミラーの設置について         … 19ｐ 

➄八幡ライオンズ町内会         【地域重点課題】 

◆ 乳児、幼児、高齢者等にやさしい歩道について … 20ｐ 
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【意見交換を行う重点課題 ① 】
 番号 Ｒ4 F 7

 提出町内会 町内会

 分類

 担当部署

　住民への更なる利便性の向上のため、受け入れ時間を午前８時３０分から午後５
時まで延⾧し、併せて、住民の就業状況の違いなどを考慮し日曜日（例えば第１日
曜日〔１日/月〕）のごみの受け入れを要望する。

環境センター

 回答

　本町では、生活に不可欠なごみ処理に関する様々な課題の中でも、高齢化の進展に伴う高齢者等へ
のごみ出し支援事業「ふれあい収集」や地域の生活環境に様々な影響が及ぶ不法投棄・資源物持ち去
り対策などに優先的に取り組んで参りました。
　こうした施策に取り組みながら、以前からご要望のありましたごみの受付に関する時間の延⾧や休
日への拡充についても継続的に検討を行って参りましたが、委託業務や職員の受付・処理体制の見直
しに伴う事業費の増加や勤務条件等の変更が課題となり、現在事業化ができていません。
　ご要望にもありますように、勤務時間の都合や高齢者のごみ出しを支援する方など休日等の受付に
一定のニーズがあるものとは考えていますが、本件につきましてニーズ調査の実施には至っていない
のが現状です。
　今後は、まず具体的なニーズを図りたいと考えており、例えば、現在の開設日等では、ごみ出しが
困難な理由や持ち込みを希望されるごみの種類、頻度など、具体的なニーズを把握し、これを踏まえ
て、検討を進めて参りたいと考えていますので、ご理解の程よろしくお願いいたします。

【資料２】
地域課題に関する意見交換【事前にいただいた質問と回答】

茂陰南

ごみ

 質問内容
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【資料２】
地域課題に関する意見交換【事前にいただいた質問と回答】

【意見交換を行う重点課題  ② 】
 番号 Ｒ4 F 10

 提出町内会 町内会

 分類

 質問内容

 担当部署

【意見交換を行う重点課題  ③ 】
 番号 Ｒ4 F 12

 提出町内会 町内会

 分類

 質問内容

 担当部署

　組織率の低下、活動の停滞、役員の高齢化、子供会の機能不全（町内会が活動を
肩代わりしている状況）など、このような問題は何年も前から各町内会から提起さ
れている。解決に向け、行政は「サポート」ではなく「リード」を期待したい。

自治振興課

　未加入世帯の増加、子ども会の衰退、町内会役員の高齢化によるなり手不足など
町内会に係る課題がある。

自治振興課

大通

町内会

 回答

八幡

町内会

　町における町内会加入率は70.2％（令和4年4月1日時点）で年々減少傾向にあります。
　令和2年9月に実施した町内会⾧アンケートでも、「役員のなり手が不足している」と答えた町内会
が77.3％、「役員が高齢化している」と答えた町内会が66.7％と、多くの町内会において「若い世
代への後継が課題」と回答されています。
　町としても、若い世代へ町内会に対する興味を持ってもらえるよう、転入者への配布チラシにＱＲ
コードを付け、リンク先ホームページで町内会活動の紹介をする取り組みや、安芸府中高等学校放送
部に協力頂き、町内会加入促進の呼びかけを行うなどの取り組みを進めています。
　また昨年12月には、町内会に向けて加入率の低下や担い手不足などの諸課題を解決する実践的なア
イデア・ヒントや先進事例のノウハウなどを紹介する「自治会・町内会活性化セミナー」を令和3年
度に引き続き開催し、令和5年度についても実施することとしています。
　さらに、今月末から来月頭にかけて、役場2階待合コーナーのモニターによる加入の呼びかけや町
内会連合会の協力を得て、担当課職員と共に、役場内において、転入時に啓発物とチラシを配布する
加入促進キャンペーンを実施する予定です
　町としても引き続き町内会の課題解決に向けて先導的な役割を果たしていきますが、継続的で効果
的な取り組みとするためには、各町内会の自主的な行動が不可欠ですので、ご理解ご協力のほどよろ
しくお願いいたします。
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【資料２】
地域課題に関する意見交換【事前にいただいた質問と回答】

【意見交換を行う重点課題  ④ 】
 番号 Ｒ4 F 13

 提出町内会 町内会

 分類

 質問内容

 担当部署 維持管理課

　カーブミラー（道路反射鏡）は、道路利用者が安全に道路を通行するために設置される交通安全施
設で、町内には約860基の道路反射鏡を設置、維持管理を行っております。
　道路反射鏡の設置については、国土交通省　道路設計要領に基づき、当町では「設置基準」を定め
ており、車両が安全に通行するために必要な目視による安全確認が困難な場所に設置しています。
　一方、設置しない基準も定めており、信号機が設置されている、「止まれ」または「停止線」の規
制がある、歩道または隅切りがある、といった場所においては、車両は一時停止が必要となるため、
原則、設置しないこととしています。
　要望箇所のうち②の箇所は、町道と県道が屈曲した形で鋭角に接しているため、視認性が良好では
ない箇所として認識しています。
　このことに加え、町内会からの道路反射鏡の設置要望があることを踏まえ、令和５年７月をめどに
広島東警察署と協議を行い、設置する予定です。
　設置場所については、今後、町内会及び設置隣接者と協議をさせていただきたいと考えています。

八幡四丁目

交通

　交通事故防止対策として、歩行者と自転車と自動車（自動二輪車を含む）の衝突
（接触）を防ぐため、カーブミラーの設置を要望する。（５箇所）（①～⑤）

 回答

➁
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【資料２】
地域課題に関する意見交換【事前にいただいた質問と回答】

【意見交換を行う重点課題 ⑤ 】
 番号 Ｒ4 F 15

 提出町内会 町内会

 分類

 質問内容

 担当部署

　町道の総延⾧は約117kmで、そのうち歩道のある町道は約15kmあり、また、町内における県道は
総延⾧約15kmでそのうち歩道のある県道は約11kmあります。
　このような歩道空間において、舗装の劣化などが原因によるガタツキや、現在の道路づくりの基準
が作られる前に整備された歩道の段差など、路面の歩行性に影響が出ている箇所も見受けられます。
　また、府中町の人口構成では、６５歳以上の高齢者は約４人に１人の割合であり、高齢者の通行に
配慮するとともに、第２期府中町まち・ひと・しごと創生総合戦略で掲げる「子育て世代が居住を選
択するまち」の考えのもと、子育てしやすい環境づくりの観点からも、歩行者の通行の安全性を重視
した歩道空間の充実・整備が求められております。
　今回の要望箇所は広島県が管理する県道の歩道ですが、広島県と協議を行い、早急な対応として補
修可能な場合、府中町で段差解消やガタツキなど部分的な舗装補修などを行います。
　広範囲な歩道の改良や舗装改修工事については、広島県が行うため、今回の要望内容を伝えます。

八幡ライオンズ

道路

　ベビーカーやシルバーカー等で歩道を歩く時に、ガタガタしていたり、段差が
あったりして、スムーズに前に進みにくい事がある。
　もっと、乳児、幼児、高齢者にやさしい歩道であれば良いと思う。

維持管理課

 回答
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資料１︓町の取り組みに関する意⾒交換要旨【防災に関する取り組みについて】

質問・意⾒ 町の考え 

■防災に関する住⺠の意識は、極めて⾼いもの
がある。町内会としてもこの防災は⼤きなテー
マとして取り組んでいきたい。何から進めてい
くべきなのか町内会だけではどうしてもやり⽅
がわからない部分もあるので、⼀緒に訓練をや
ってみるとか、協⼒してできないか。

■⾃主防災会が組織されていること⾃体が初⽿
であるがどういうことか。

■今年度から適正な避難と地域の防災⼒の向上
のため、いろいろな施策を展開しています。⾃
主防災会に出向き、今年度は、防災出前講座を
25 回実施しました。来年度はさらに地域に出
向き、皆様と⼀緒に⽇頃からの避難⾏動など防
災について学んでいければと考えています。

■以前、⾃主防災組織へのアンケートで、半分
くらいが活動できておらず、残りも活動が⼗分
でないとの回答でした。そのため、町として地
域防災⼒の向上へ取り組んでおります。今後、
防災活動に関して、ご不明な点、ご相談などご
ざいましたら、お気軽にお問合せください。
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資料 2︓地域課題に関する意⾒交換要旨【地域の重点課題に関する質問と回答】 

質問・意⾒ 町の考え 

17Ｐ ごみの受け⼊れ時間等の拡充について 

■約 2 年前にお願いし、⽂書も渡している
が、検討する等同じ回答となっている。隣接
する広島市でも実施していることもあり、他
市町の事例も研究してスピードアップして実
施に向けて進めてもらいたい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■都市鉱⼭の回収を海⽥町は実施していると
聞きましたが、府中町はどうなんでしょう
か。 

■現在の検討状況は、いろいろな事業（コス
ト）試算をしております。他の市町村の調査
も⼀部⾏っていますが、どのようなニーズが
あるかというのが調査ができていないという
のが実情です。ご意⾒にありますように、ニ
ーズ把握の調査をスピードアップしていきた
いと考えておりますので、ご理解いただけれ
ばと思います。具体的には現在⾒直しを図っ
ておりますごみ処理基本計画の中で休⽇受け
付けを施策の項⽬としては掲げております。
今後も様々な住⺠サービスの向上、拡充に向
けて研究を進めてまいりたいと思います。 
 
 
 
■当町も家電製品の⼩型家電はリサイクルし
ております。皆様にごみ出ししていただく際
には、⼤型ごみとして収集をしております。
環境センターの中で、⼩型家電として分類
し、分別後、処理業者へ引き渡し、リサイク
ルするという流れで進めています。住⺠の皆
様の段階でリサイクル品としての⼩型家電だ
けを排出していただくという⽅法も考えられ
ますが、当町は町のほうで分別分解をしてい
るというところです。 
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18Ｐ 町内会の活性化について 

■町内会加⼊率が増加傾向となるには、⾮常
に難しい時代となってきた。新聞報道にみら
れるように、町内会が無くなった地域もあ
る。後継者がいないということが⼤きな原因
であるとのことだ。将来府中町でも同じよう
なことが起こり得る可能性があるのではなか
ろうか。少⼦⾼齢化社会が進むなかで、働く
年代は 60 歳から 65 歳、さらに 70 歳まで延
びているような時代になってきている。ます
ます地域で活躍する⼈が少なく難しい状況と
なってきているのではないか。 
 
■府中町で町内会がない地域はありますか。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■町内会に加⼊したらどんないいことがある
のか、何が嬉しいのかというのをもう少し明
確に PR していかなければ、なかなか新規加⼊
が増えないのではと思う。また、今回ここに
書かれている QR コードで紹介しているという
件については、各町内会まで繋がるなど、つ
ながりが持てるような IT 化での情報提供、あ
るいは情報交換の場というのを作っていけた
らいいと思う。 
 
■新聞報道にもあるが、⾏政側から町内会に
対しての依頼事が多いのではないか。また、
ごみステーションの管理が町内会となってい
るが、例えば、町内会の組織率が 50％を切っ
た場合でも、管理は町内会がすることになる
のか。 

■当町でも後継者の課題は、各町内会からお
話をいただいております。これが正解だとい
う取り組みはなく、なかなか難しいところで
はありますが、町の施策を進める上で町内会
によるコミュニティの活性化は⽋かすことが
できません。⾮常に重要であるとの認識です
ので、町としては粛々といろいろな取り組み
を実施し、少しずつでも効果を⾒出していき
たいと考えています。また、他市町の事例も
研究しながら、どういったものが取り⼊れら
れるか検討を進めてまいります。 
 
■今のところ、すべての地域で町内会が組織
されています。ただし、組織率が⾮常に低い
ところがあります。例えば、単⾝の世帯が多
い地域、街中に近い地域などは、そのような
ことが要因となり、どうしても加⼊率が低く
なっていますが、町内会⻑や役員の⽅による
努⼒のお陰で、何とか持続していただいてい
ます。町としましても、引き続き、できる限
りの⽀援をしていきたいと考えています。 
 
■貴重なご意⾒ありがとうございます。今後
研究を進めていきたいと考えています。 
 
 
 
 
 
 
 
 

■町内会の負担軽減につきましては、これまでも

ご意⾒をいただいておりまして、⾮常に重く受け

とめています。各所属に声かけをしており、でき

るだけ配布物等を簡略化するようにということ

で徹底しております。今後更に簡略化するように

努めてまいりたいと思います。 
ごみステーションの管理については、実情とし
て町内会の皆様にごみステーションの維持管理23



をしていただき本当に助かっております。町と
しては情報収集や⾊々な計画の策定をするなど
で、役割分担させていただき、ごみ処理全体が
回っているというのが現状です。町としまして
も、現地に出向いてよりいい地域にあったごみ
ステーションの管理⽅法などを⼀緒に考えてま
いりたいと思いますので、引き続きよろしくお
願いいたします。 
 
 

20Ｐ 乳児、幼児、⾼齢者等にやさしい歩道について 

■⼦育て中の⼈がベビーカーを押して歩いた
り、お年寄りが歩いたり、また体の不⾃由な
⼈が電動カーで通って歩道のガタガタなどで
危ないと感じることが多くある。⼩中学⽣の
⼦どもが⾃転⾞でよく転倒するという情報も
聞いている。 
 
 

■ご要望いただきました箇所のうち、スパー
ク浜⽥店の反対側の歩道につきましては、幅
員の拡幅や段差の解消をする場合、⽤地買収
を伴う⼤規模な道路改良が必要となりますの
で、道路管理者である広島県にご要望の内容
を伝え、対応について検討をお願いしていき
ます。 

その他の箇所については舗装の補修などに
より、歩道の凸凹や段差の解消を⾏っていき
ます。 
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